
横浜国立大学は、学部教育と大学院教育に
発展的・積極的に取り組みます。

　21世紀に入り、グローバル化が一層進展しています。本学が立地する国際都市横浜、神
奈川地域では、地域（ローカル）の諸課題への対応も急務です。本学は、理工学分野、教員
養成分野、人文社会科学分野の教育組織が1つのキャンパスにある立地を活かし、文系と理
系が協力する文理融合の教育研究に積極的に取り組んできました。
　今後、横浜国立大学は、これらの条件を最大限に活かし、21世紀の諸課題に対応するた
めに、学部教育と大学院教育に発展的・積極的に取り組みます。

平成27年10月23日

横浜国立大学長　長谷部 勇一



横浜国立大学では、理工学分野、教員養成分野及び人文社会科学分野の強みや特色を活かし、21世紀のグローバル新
時代に求められる、広い専門性を持った実践的人材を育成する教育プログラムを実施するため、社会的必要性を踏まえ
た本学一体による教育組織の改編を構想中です。

これら3つの社会的必要性に関わる諸課題を、理工学分野、教員養成分野及び人文社会科学分野から幅広く学ぶことが
できる、ワンキャンパスの優位性を活かした魅力ある大学づくりを目指し、学長のリーダーシップの下、本学一体によ
る教育組織の改編を推進します。

日本企業の海外展開の進展に伴い、
各国の社会事情や政治、文化などに
対応できる人材育成の要請

グローバル化

イノベーションの最先端であり、グ
ローバル企業が集積する国際都市横
浜、神奈川地域における、本学の実
績を活かした課題解決

大都市
－ローカルとグローバルの接点－

新しい価値の創造及び技術革新や、
多様な業界で力量を発揮できる理工
系人材育成への期待

イノベーションを3層で捉え、イノ
ベーティブ人材の育成を目指す

イノベーション

層１：科学技術そのもののイノベーション
層２：科学技術を社会実装するための制度や

社会システムのイノベーション
層３：社会を支える人間の価値観やパラダイムの

イノベーション



【 第３期中期目標（素案）前文「大学の基本的な目標」 】
本学の伝統的な強みと特色により教育研究機能を更に充実・強化し、

国際都市横浜発のグローバルな貢献を成し得る国立大学として、その責務を一層果たしていく。

大学院の教育組織

教職大学院を設置し、教員養成機能
を強化します。

教育学研究科（平成29年度改編）

専攻横断型教育プログラムの見直し
や、博士課程の全専攻で英語による教
育プログラムを実施し、経済学部・経
営学部において育成する新たな人材の
受け皿となる教育体制を整備します。

国際社会科学府

環境情報学府（平成30年度改編）

建築、都市基盤における持続可能な
発展と、多文化が引き起こすコンフ
リクトを創造的に乗り越え、新たな
文化を生み続ける創造都市をめざし
て、多様な視点を提出していきます。

都市イノベーション学府工学府（平成30年度改編）

＊組織名称・内容等は構想中のものであり、変更する場合があります。

理工学部・都市科学部（仮称）で育成する人材の受け皿となる体制を構築します。

第三次産業を含む多様な業界で新しい価値の創造や技術革新を導く、付加価
値の高い理工系人材育成機能を強化します。

【 第３期中期目標（素案）前文「大学の基本的な目標」 】
本学の伝統的な強みと特色により教育研究機能を更に充実・強化し、

国際都市横浜発のグローバルな貢献を成し得る国立大学として、その責務を一層果たしていく。

本学一体による教育組織（学部）の改編（平成29年度）

人間文化課程を廃止し、学校教育課
程のみの教育学部（仮称）に改編し、
地域の教員養成の中核としての役割
を果たします。

教育学部（仮称）

現在の4学科体制を1学科体制とし、
経営全体を俯瞰しうる人材を養成し
ます。夜間主コースを改編し、ビジネ
ススクールの要素を持つ新たな社会
人教育プログラムを創設します。

経営学部

現在の2学科体制を1学科体制とし、
国内経済・国際経済の垣根なく幅広
い専門能力と実践力を持つ人材を育
成します。

経済学部

現在の4学科体制を3学科体制とし、
第三次産業を含む多様な業界で新し
い価値の創造や技術革新を導く付加
価値の高い理工系人材を育成しま
す。

理工学部

都市づくりとグローバル社会、イノ
ベーション創造を担う次世代の人材
を育成するため、都市科学部（仮称）
を設置し、本学の文理融合の蓄積を
活かした教育を行います。

都市科学部（仮称）

新設

＊組織名称・内容等は構想中のものであり、変更する場合があります。

学部名称を変更し、教員
養成に特化した学部に改
編

学校教育課程

教育学部（仮称）

本学一体による教育組織（学部）の改編（平成29年度）

現 行

平成29年度
改編

経営学科
会計・情報学科

経営システム科学科
国際経営学科

経営学部

経済システム学科
国際経済学科

経済学部

機械工学・材料系学科
化学・生命系学科
建築都市・環境系学科
数物・電子情報系学科

理工学部

学校教育課程 人間文化課程

教育人間科学部

人文社会科学系と理工学系の
融合を活かした都市づくりと
グローバル社会、イノベー
ション創造を担う、今までに
ない新しい人材育成

都市社会共生学科（仮称）
建築学科（仮称）
都市基盤学科（仮称）

環境リスク共生学科（仮称）

都市科学部（仮称）

新しい価値の創造や技術革新を導く付加
価値の高い理工系人材を育成するため、4
学科体制を3学科体制に改編し、教育体制
を再編成

機械・材料・海洋系学科（仮称）
化学・生命系学科
数物・電子情報系学科

理工学部

2学科を1学科へ改編し、幅
広い知識の修得へと拡充

経済学科（仮称） 経営学科（仮称）

経済学部

4学科を1学科へ改編し、幅
広い知識の修得へと拡充

夜間主コースを改編し、ビ
ジネススクールの要素を持
つ新たな社会人教育プログ
ラムを創設

経営学部

＊組織名称・内容等は構想中のものであり、変更する場合があります。

新設
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